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令和 7年 4月 15日 
件名　　松江歴史館企画展「松江の名工・小林如泥－その技、神の如し」の開催につい

て 

 
内容　　小林如泥は、松江藩松平家七代藩主松平治郷（号不昧）に仕えた指物師（木工細工の職

人）で、透かし彫りや厚材の扱いに優れ、煙草盆や茶箱、建造物なども手がけました。「そ

の技、神の如し」とたたえられた技は、後世の作り手に影響を与えました。本展では、如泥

の作品と如泥に影響を受けた人々の作品を通して、松江が誇る木工文化のすばらしさを改

めて紹介します。 

 

会　　期　　　令和７年（２０２５）４月２５日（金）～６月１５日（日）　 

毎週月曜休館（祝日の場合は翌平日） ※4 月 28 日（月）は開館 

会　　場　　 松江歴史館　企画展示室 

開館時間　　９:００～１７：００　※観覧受付は１６：３０まで 

 

【オープニング式典】 

４月２５日（金）９：００から、松江歴史館企画展示室前にてオープニング式典を開催します。 

８：３０受付開始。８：３０～９：００は松江歴史館北門（職員通用口）から入場してください。（別紙参照） 

 

【注目点】　  
◆如泥の代表作、東京国立博物館所蔵≪袖障子≫を松江市内で初めて展示 

◆如泥作の３ｍの折り畳み梯子は必見！（長満寺蔵） 

◆如泥作品３４点が一堂に会する貴重な機会 

【問い合わせ】 

文化スポーツ部　松江歴史館　担当：大多和　　　電話：0852-55-5511　 



令和 7 年度松江歴史館企画展 

 松江の名⼯・⼩林如泥ーその技、神の如しー 

 会期 令和 7 年 4 ⽉ 25 ⽇（⾦）〜6 ⽉ 15 ⽇（⽇） 

 会場 松江歴史館 企画展⽰室 

 この度の企画展の概要になります。 
 
◆指物師（⽊⼯の職⼈）・⼩林如泥（1753 年〜1813 年）は松平治郷（号不昧）に仕えた 

名⼯のひとりです。 
◆透かし彫りなどを得意とし、技法はいまだに解明されていません。 

 
 
 
今回の企画展は松江が誇る⽊⼯⽂化の歴史を作品やパネルを使ってわかりやすくお伝えし
ます。普段は東京国⽴博物館に収蔵されている「袖障⼦」や「茶箱」など松江で⾒ることの
できない貴重な⼩林如泥の作品も展⽰します。 
そのほかにも、如泥に影響を受けた後世の⽊⼯職⼈たちの作品も展⽰します。 
 

桑⼗⽜図⼑掛 島根県⽴古代出雲歴史博物館蔵 

 袖障⼦｜東京国⽴博物館蔵 
Image:TNM Image Archives 
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